
個性と住まう
知的障害が生む “個性” と向き合うための非言語的コミュニケーション空間からなる住空間の提案

「知的障害の方の暮らし」というのは理解者の存在あってこその
暮らしである。しかし、現代の住居において、“共に暮らす” には
あまりにも不向きである。そこで、知的障害を持つ姉を対象に、
知的障害が生む個性を享受するような機能をもつ「すまいが理解者」
となるようなプロトタイプの住居的施設を提案する。
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その一因として

世間的な姉という認識

姉に対しての接し方がわからなくなり、
いつからか自分から話しかけることすら
できなくなってしまい、向き合えずにいる
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私が鍵をかけるも、姉が使命感
からもう一度かけ直す

決まったことをする習慣が
あり、それができないと
機嫌を損ねてしまう

火曜日と木曜日にその日の
テーマカラーがあり、その色に
合わせて服や靴、飲み物を

統一している

人に思いを伝えるのが苦手なので、
伝え方がものに当たるなどに

変わってしまう

雨になると靴を何にしたら
良いかなどを親に聞き、
濡れるのをとても嫌う

1階からの母の大きな呼びかけを
嫌い、機嫌を悪くしてしまう

観察力があり、変化に敏感
アンテナを人より張っている
せいかかなり気になってしまう

私の閉める音の大きさが、
姉にとってうるさく感じ、ドアを
思い切り締め返されてしまう
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自宅にいるばかりの休日を嫌う
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知的障害者にとって、理解者の存在は必須であり、
その存在は、コミュニケーションのきっかけを作り、

わからないことなどを補完する

しかし、実際に生活する中で、理解者の存在だけでなく、
「理解を深めきっかけを生む、個性を享受する、意図を補完する」
ような空間を住空間へ機能的に展開する必要性を肌で感じている

私は、そのような空間を
非言語的コミュニケーション空間と定義する

非言語コミュニケーション

話の内容の補完

信頼関係の構築

相手への理解を深める

空間への転用非言語的
コミュニケーション空間

身体動作

役割
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近言語
プロクセミクス

配置
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建具・家具

環境

建築的形態

理解を深め
きっかけを生む

個性を享受する

意図を補完する

※プロクセミクス

：距離の取り方による意志の伝達手段

36 の備忘録 20のエレメント

1.「ドアを開けっぱなしにする」 2023/5/24（水）

朝5時に起きる姉に合わせて、５時前から自室のドア
を開けてみたが、４回通りかかったものの、「おはよう」
もなく、職場へと行ってしまった。
しかし、ドアを開けることで見える窓から姉は、何か
を確認するような素振りが見受けられた。
（そこから見えるのは空き地が広がっている景色のみ）

（5/25 追記 )
母に聞いたところ、姉は雨に濡れるのをひどく嫌うた
め、この窓から路面状況を確認しているらしい。

視覚的なアプローチによる、個性またはある種の
コミュニケーションの有無の記録

2.
非言語的コミュニケーション空間に
なりうるエレメントを抽出する

視野の広域化

天気、路面を
見るための窓

分析による要素の抽出 3.個性との関係より空間を構築1.日々の備忘録

ドアの排除

ドアを閉める音

間接的な空間
の分断

姉の個性に寄り添った非コミュニケーション的空間
を構築し、空間的用途によって組み合わせていく

1

1.「ドアを開けっぱなしにする」 2.「小さい机を廊下に置いてみる」2023/5/24（水） 2023/5/25( 木 ) 3.「自室の入口を家具で仕切る」 2023/5/26/( 金 )  4.「1 階の弟の部屋で過ごしてみる」 2023/5/27（土）

5 「姉が天気、路面の状況を確認している

窓に植栽を置いてみる」

2023/5/28（日） 6.「階段の途中に姉の作ったアクセサリーの

ギャラリーを設ける」

2023/5/29（月）

朝から夜まで、生活時間が合わなく、コミュ
ニケーションは無かったが、母に聞いたと
ころ、「なんじゃこりゃ！？」と言いながら
少し嬉しがってたとのことだった。
このような空間は、私にとっても必要だと
思っていて、姉を知るきっかけを生んでく
れるような空間なのでこのまま新作を楽し
みに飾っておきたい。

7.「久しぶりに寝室で寝てみる」 2023/5/30( 火 ) 8.「姉の自室の前に姉の好きなキンプリの

ポスターを飾ってみた」

2023/5/31（水）

9.「自室をレースカーテンで仕切ってみる」 2023/6/1（木） 10.「2 階手すりのところにアーケートを

とってみる」

2023/6/2（金）

結果的に何も置いてなかったが「これな
にー？」と聞いてきた。やはり、観察力が
あるため変化に敏感だった。このような小
さなことでも何気ない日常に影響を与える
のではないかと思う。もしかしたら 1種の
ギャラリー空間になりうるかもしれない。

中学 3から自分の部屋で寝るようになって
から、ずっと使ってなかった寝室で久しぶ
りに寝てみた。
朝起きたら、数年ぶりに「おはよう」と言
われた。
この一言のコミュニケーションでも部屋や
空間を共有しているかどうかの違いは大き
く感じた。明日からは自分も言ってみよう
と思う。

弟の部屋の入口にレースカーテンをつけて
みた。
引き戸としめたままにすることが多い弟だ
が、カーテンの影響か、戸はあけたままカー
テンをしめている状態だったので、2回ほど
姉が弟の部屋をのぞきに行っているのが見
受けられた
うっすら見える分、気になったり、話しか
けやすいのかもしれない。

間接的に空を仕切り、姉の趣味空間を広げ
たようにしてみたが、特に反応が無かった
ので、しばらく様子を見てみようと思う。

あまりリビングにいない姉だが、唯一居座
る場所がある。それはピアノの側である。
そこの下にあるコンセントは「姉専用』と
いう感じで、リビングの他のコンセントで
スマ小の充電をしているきは見たことがな
い。「そこ好きなのー？」と聞と、「ここ、
コンセントあるからん」と一言。

今日は、紫色の取っ手カバーをつけてみた
が、火曜日
と変わらず、特に何もなかった。

今日は黄色の取っ手をつけてみた。
すると、姉から「今日はレモンティー色だね。
前は紫のつけていたよね。と声をかけられ
た。
やはりその日のテーマカラーがそれに反応
したように思う。

今日に今までで一番の驚きだったのだが、
姉は、自室のロックを出るときに毎回しめ
ているのに気づいた。今の季師室温が高く
「暑い ~。」と言いながらとそれを実行してい
たのでとても驚いた。

自室の入口にイスト机を置いて間接的に廊
下と自室を仕切ってみた。今日はほぼ 1日
外に出ていたので、明日の午前中までやろ
うと思う。

(追記 )5/27( 土 )
ここで朝勉強していたが、姉は休みだった
のでよく通り掛かった。視線を感じたので、
何をやっているのか少し興味が引けたのか
な？対人距離が近くなった分、話しやすさ
もあがったので、久しぶりに「お昼食べた？」
とこちらから何気ない会話ができた。

姉の部屋前に、姉の好きなキンプリのポス
ターを飾ってみた。
これは相当嬉しかったらしく、「え、ありが
とう！」と何度も言ってもらえた。
これを機にこの部屋前の空間まで姉の趣味
空間になったりするなど、活用の変化が出
たりしないか見守っていきたい。

今日は、リビングのソファの上で、スケッ
チの練習等作業をした。
描いている途中、少しのぞいて来たので、
絵を見せて、自慢 (？ ) をした。
作業スペース等が共有できる場所があった
ら、お互いのやっていることが見えてくる
ので、理解の深まるコミュニケーションの
場となるのではないかと感いた。

姉は、玄関の扉のかぎに敏感なので、普段
使っていないキッチン横の扉から外に出て
みた。
1階、2階にいる時に試してみたが、反応が
無かったので、どちらも気つかわない扉の
ようであった。

この日の朝に、洗顔していたとこ、トイレ
から出た姉が手を洗うのに、気をつかった
のか、2階の洗面所に行った。
今までにこのシチュエーションは何度も
あったが、その度、素直に、「手洗っていいよ。
と言えず、今回も姉の気づかいに甘えて譲
れなかった。
直したいと思いつつ、なかなかその一言が
言えない ..

今日はまず、1階トイレのペーパーのところ
に物を置けるスペースを設けてみたが、母
にな少し邪魔。」
と言われてしまい、母があまり使わない 2
階につけ替えてみた。
今日はあまりでからの反応は無かったので、
そのままつけておきたい。（衛生面も気をつ
けたい。）

大きさが合わなかったので、とりつけに苦
労したものの特に反応はなかった。

午後から 2階の自室を離れ、1階の弟の部屋
で過ごしてみた。
姉は隣の部屋に私がいないことで気が楽
(？ ) だったのか、1階にも少し聞こえるぐ
らいの声量で好きなキンプリの歌を熱唱し
ていた。
対人距離に関して、近ければお互い向き合
える空間に、遠ければ姉の外部に対するア
ンテナが和らいで、気が楽のになる空間に
なるのではないだろうかと思った。

本日は、自室の部屋をレースカーテンで仕
切ってみた。
少し驚いている様子だったとのの、これと
いってコミュニケーションはなかったので、
少し続けてみたい。
また、レース素材以外でも試してみたいと
思う。
（6/3 追記）そのまま続けていたところ、弟
と一緒に私の部屋で話していたら、気になっ
たのか、姉も部屋に入ってきて、話し合った。
久しがりに 3人で話した気がする。

寝室にソファと置いて、寝室が居場所にな
るかなど様子をうかがってみた。
しかし待に何もなかったので、このまま置
いてみようと思う。

(6/8 追記）
寝室でゆっくりしていたら、夕方ごろ少し
歌っている声がきこえた。隣接していても
少し離れた動線の位置なら気にしなくなる
のかもしれない。

今日は珍しく、姉が鍵をしめるのを忘れて
しまっていたらしい。というのも母の勘違
いで私に「鍵を閉め忘れてたよ。お姉ちゃ
んが 1人でいるんだから気をつけなさい。」
お怒りの LINE がきたからである。
姉のことは人一倍心配なのかなと思った。
玄関扉は自動でアが閉まるタイプでなく、
自分で閉めるタイプの方が閉め忘れ防止に
つながるかもしれない。

姉の部屋に関して何かできないかと考えて
いたところ、昨手、姉の部屋から勝手にソ
ファを持ち出したとこのことを思い出した。
使ってなさそうという勝手な思い込みで持
ち出したら、やがめちゃ怒っていると好か
ら伝えられて、焦ったのを覚えている。
されい好きかつ、物の整頓が細かい姉にとっ
て部屋に何かしらアプローチをかけるのは
まずい気がする。。

今日は朝の取りつけ中に、姉が起きてきて
しまい、作業規場を見られたが、全て取り
つけるまで、じっと見ながら「すごいね。
や「上も届くのすごいと高いところの憧れ
（？）みようなコメントもしてくれていた。
（追記）202316127（火）
このまま付けっぱなしにしていたら、ご飯
を呼ばれる時、いつもはドアの外から声を
かけるだけだが、今日は中まで入ってきて、
「ご飯だよ。と言れれた。
この日の姉のテーマカラーは黄色だったの
で、もしかしたら無意識下で開けたい気持
ちになっていたのかもしれない

今日もテーマカラーに合わせて取っ手カ
バーを変えてみた結果「今日はピンクなん
だね」と話しかけられた。
これまでを通して、取っチカバーの色の変化”
が行動に変化を及ぼしているわけではない
と思った。取手よりもドアの色の変化の方
が、反応があると感じた。

初日に気づいた姉にとって「大切な窓」に
植栽を置いてみた。
友応はもらってないが、日々のルーティー
ンの中に植物という変わりゆく要素が何か
しらの影響をもたらしてくれるといいな。

2階の手すりのところに、特に意味を持たせ
ていない質問を書いたクリアボードを置い
てみた。
2階は主に私と姉と母が使っている印象なの
で、父と弟が最初に答えていたことが少し
驚いた。
姉、母も続いて答えてくれて、家族の好み
が可視化され、共有できたことが新鮮で面
白かった。

特に変わったことはなかったが、唯一あっ
たことと言えば弟が少し快適と言っていた。

あえて、視線を通さない布をリビングの扉
につけてみたら、案の定、「シンプルに見え
ないの不便だし、邪魔。」と母に一瞬ではず
されてしまった。
（取りつけている最中、姉に見られ、不思議
そうにじっと見ながら、「へ～。こうやって
つけるんだ。」と言っていた。）

久しぶりに裁る道具を取り出して、テーマ
カラーに合わせて
オレンジ色の取っ手カバーをフェルトで
作ってつけてみた。
この日は特に何もなかったので、毎週つけ
てみようと思う。

私は友達と電話をするのが好きなので、い
つものように電話をしたら、親から姉が実
は怖がっているという話を聞いた。
声量に関しては気をつけていたものの、姉
にとっては気になるものだったらしい。

今日は、姉のメモが貼ってある冷蔵庫に「家で好き
な場所は？」という質問を書いたホワイトボードを
飾ってみた。結果は姉は自室とお風呂 1票ずつ入れ
ていた
票が入らなかった空間で何かしらアプローチしてい
きたい。
メモをしっかり読んだことがなかったので見てみる
と、それぞれの火、木曜日で飲みたい飲み物が書か
れていて、その飲み物の色に合わせて服装を続ーし
ていることに気づいた。
色にこだわりがありそうなので、その方面でもアプ
ローチしていきたい。

今回はレースカーテンではなく、布（茶色）
で入口を覆ってみた。
この素材にしてから、自室に入ってくるこ
とも、見られることもしなくなってしまっ
た。
（透ける感じはない素村）
プライバシーは守られている感はあるが、
コミュニケーションへの発展は無さそうに
思った。
逆に集中スペースにするかつ、ドアを使わ
ない用途として良いと感じた。

職場から帰ってきた姉はリビングにいる私
になだいま～」と言ったあとに、かなり大
きい声で独り言をつぶやさながら 2階の自
室へと向かっていった。
それは、その日の職場での出来事をふり返っ
ている (？ ) ような内容だった。
もしかしたらルーティーンなのかもしれな
い。

朝から夜まで、生活時間が合わなく、コミュ
ニケーションは無かったが、母に聞いたと
ころ、「なんじゃこりゃ！？」と言いなが
ら少し嬉しがってたとのことだった。
このような空間は、私にとっても必要だと
思っていて、姉を知るきっかけを生んでく
れるような空間なのでこのまま新作を楽し
みに飾っておきたい。

 姉のルーティーンのひとつに「シャッター
を閉める」ことがあるが、身長が低いため、
1階リビングのシャッターのみいつも閉めら
れていないままになっている。そのため母
から閉めるよう言われてろが、今日はう
っかり忘れてしまった。
その結界母が帰宅すると同時に関め忘れに
関し、お叱りを受けた。姉の玄関扉の関め
忘れの件といい、姉への心配は人一倍のよ
うに感じた。

姉の毎日のルーティーンである新聞取りだ
が、雨の日となると、新聞を取りに行くにも、
母に「どの靴がいいか」と聞く。
やはり雨の存在はルーティーンをくずす大
きな要因となるのだと感じた。

朝 5時に起きる姉に合わせて、５時前から自室のドア
を開けてみたが、４回通りかかったものの、「おはよう」
もなく、職場へと行ってしまった。
しかし、ドアを開けることで見える窓から姉は、何か
を確認するような素振りが見受けられた。
（そこから見えるのは空き地が広がっている景色のみ）

（5/25 追記 )
母に聞いたところ、姉は雨に濡れるのをひどく嫌うた
め、この窓から路面状況を確認しているらしい。

11.「姉のメモが貼っている冷蔵庫に

アンケートをとってみる」
12.「弟の部屋前にレースカーテンつけてみる」2023/6/3（土） 2023/6/4（日）

2023/6/5（月）13.「リビングで作業してみる」 14.「寝室にソファを置いてみる」 2023/5/24（水） 15.「普段開けない扉を開けて、リビングの

入口を広くする」

2023/5/24（水） 16.「自室の入口を布で覆ってみる」

17.「自室と姉の部屋をつなぐ廊下を
レースカーテンで仕切ってみる」

2023/5/24（水）

2023/5/25( 木 ) 18.「キッチン横の使われていないドアから

外に出てみる」

2023/5/24（水） 19.「姉の鍵の閉め忘れ」 2023/5/25（水） 20.「リビング入口に布をかける」 2023/5/24（水）

21.「玄関にいつもおいているリュック」 22.「リビングでよくいる居場所」2023/6/16（金） 2023/6/17( 土 ) 23.「素直に譲れない私」 2023/6/18/( 日 )  24.「姉のソファを持ち出した時ことを思い出した」

25. 「姉のテーマカラーに合わせて自室の取手に

同じ色のカバーを付けてみる」

32. 「姉のテーマカラーに合わせて自室の取手に

同じ色のカバーを付けてみる」

2023/6/20（火）

2023/6/19（月）

26.「職場から帰ってきた姉の大きな独り言」 2023/6/21（水） 2023/6/22( 木 ) 28.「トイレに物をおけるスペースを作ってみた」 2023/6/23（金）

29.「自室のドアをリメイクシートで黄色の木板

っぽくしてみた」

2023/6/24（土） 2023/6/25（日）30.「電話をしたら親から姉が嫌がっていると

言われた」
31.「一階のシャッターを閉め忘れ、母に激怒

される」

2023/6/26（月） 2023/6/27( 木 )

33.「簾をつけてみる」 2023/6/28（水） 2023/6/29（木） 35.「雨の日の新聞とり」 36.「ドアのロックを毎日かけている」2023/6/30（金） 2023/7/1( 土 )34. 「姉のテーマカラーに合わせて自室の取手に

同じ色のカバーを付けてみる」

27. 「姉のテーマカラーに合わせて自室の取手に

同じ色のカバーを付けてみる」

視覚的アプローチの分析による
要素の抽出と個性との関係図
視覚的アプローチの分析による
要素の抽出と個性との関係図

視野の広域化

視覚的情報の共有

視覚的情報の共有

個性の模倣

空間の共有

きっかけをうむ

居場所化

間接的な空間
の分断

間接的な空間
の分断

使命感の無意識化

視線の遮断

間接的な空間
の分断
きっかけを生む

休みが嫌い

母の呼びかけ

ドアを閉める音

玄関扉への使命感

思いを伝える
のが苦手

雨をひどく嫌う

観察力がある

テーマカラー
がある

文字で伝える

お風呂は一番
最初に入る

視線の遮断

間接的な空間
の分断

趣味空間
の拡張

テーマカラー
による効果

空間配置
による問題

テーマカラー
による効果

雨による
ルーティーン
の干渉

母の不安
の解消

ルーティーン
空間

ルーティーン
空間

ルーティーン
空間

間接的な空間
の分断

視線の遮断

通路の遮断

低い空間

ルーティーン
空間

ルーティーン
空間

トイレ洗面台
の配置

忘れ防止ドア

姉の部屋への
干渉

テーマカラー
による効果

テーマカラー
による効果

廊下、階段
による解放

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

12

13

14

15

16

17

18

11

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

30

31

32

33

34

35

36

29

視野の広域化

ドアの排除

天気、路面を
見るための窓

小さな変化の
気づき

対人距離近くなる

対人距離遠くなる

姉の自室が趣味の
没入空間化

ルーティーン
の場所
変わりゆくものに
よる対比空間

ギャラリー空間化

空間の共有

きっかけをうむ

ギャラリー空間化

趣味空間の延長

間接的な空間
の分断

きっかけを生む

視認性

ドアを開
けっぱなし
にする

小さい机を
廊下に置い
てみる

自室の入口
を家具で仕
切る

小さい机を
廊下に置い
てみる

大切な窓に
植栽を置い
てみる

姉手作り
ギャラリー
を設ける

久しぶりに
寝室で寝て
みる

姉の好きな
ポスターを
飾る

自室をレー
スカーテン
で仕切る

手すりでア
ンケートを
取ってみる

冷蔵庫でア
ンケートを
取ってみる

冷蔵庫でア
ンケートを
取ってみる

リビングで
作業してみ
る

寝室にソ
ファを置い
てみる

リビングの
入口を広く
してみる

自室のドア
を布で覆っ
てみる

キッチン横
のドアから
出てみる

自室と姉の
部屋をつな
ぐ廊下を仕
切る

姉の鍵の
閉め忘れ

リビング入
口に布をか
ける

玄関にいつ
も置いてい
るリュック

リビングに
よくいる場
所

素直になれ
ない私

姉のソファ
を持ち出し
た時のこと
テーマカ
ラーに合わ
せて取っ手
を変える

姉の好きな
ポスターを
飾る

自室をレー
スカーテン
で仕切る

トイレに物
置スペース
を設ける

自室のドア
を黄色の木
板風にする

電話を嫌
がっている
ことを知る

一階の
シャッター
の閉め忘れ

簾をつけて
みる

ドアロック
をかけてい
ること

雨の日の
新聞とり

テーマカ
ラーに合わ
せて取っ手
を変える

テーマカ
ラーに合わ
せて取っ手
を変える

設計手順 3Fから設計を行い、エレメントを用いてそれぞれの関係性から空間を構成する

・姉の干渉されたくない空間を 3Fへ

・動線計画は姉の

                   ルーティーンに基づき設計

朝起きたら布団をきれいに畳む

天気・路面を確認する

自室のカーテンを開ける

テーマカラーの扉から朝を迎える

新聞紙を取りに行き、荷物置き場に置く

顔を洗う

3F

3F

2F

1F

2F

1F

型枠が二つあるドア型枠が二つあるドア

姉の部屋とキッチン
をつなぐ吹き抜け
姉の部屋とキッチン
をつなぐ吹き抜け

テーマカラーで
始まるドア
テーマカラーで
始まるドア

ドアのない
回り込み空間
ドアのない
回り込み空間

遠いけど近い部屋遠いけど近い部屋

点在する作業空間点在する作業空間

玄関の荷物置き場玄関の荷物置き場

低い囲まれ空間低い囲まれ空間

折り畳み傘干し場折り畳み傘干し場

横シャッター横シャッター

天気・路面を
感じる空間
天気・路面を
感じる空間

自分を解放する
階段のような廊下
自分を解放する
階段のような廊下

利用してない時はドアを
開けっぱなしにしておきたい姉が

スムーズに出れる
ドアロックのないドア。

雨を嫌う姉が朝一番に
天気・路面を感じられる場。

階段、廊下は姉の独り言による外部から解放される場。
長く、広く、周り眺める階段のような廊下は姉が自分
をさらけ出せる場であり、視覚的なコミュニケーション

の場にもなる。

吹き抜けを通し、
母の呼びかけなしに

間接的にご飯に呼ばれる。

その日のテーマカラーに
合わせて朝を迎える。

隣り合っているが動線の遠い空間は姉にとって、
他者を気にしない空間に。

時に、姉の部屋がステージ、私たちの部屋が
ギャラリーとなり、歌が聞こえる。

ドアの閉まる音を嫌う姉。
それを気にせずお互い過ごせる。

お互いの趣味、作業が見える空間。
興味関心からコミュニケーションを促す空間に。

視界の遮断は、誰も気にしない集中するための空間
になり、間接的に空間を仕切る。中がうっすら見えるカーテンは

姉に安心感を与え、
コミュニケーションをうむ。

ルーティーンの一つが
ギャラリーと化する。

雨の日の新聞とりで濡れないようにと
靴で悩む姉の手助けとなる屋根。

姉の玄関扉の執着からの解放。

姉のリュック、トートバッグの置き場。
空いている時は、立ち作業場に。

映画やドラマが好きな姉だが、
映画館も一人で行けない。

シアタールームは、楽しみを共有をし、
日常を充実させる。

文字で伝えることが多い姉。
書くことで、伝えることができ、
情報の共有化にもなる。

背の低い姉はシャッターが
閉められない。

横シャッターは引いて戸締まりでき、
母の不安の解消に繋がる。

同じ境遇の人、理解者を招くスペース。
春には庭のさくらんぼの木でさくらんぼ狩り。

低い囲まれ空間は
姉の落ち着くお気に入りの場所。

お風呂の好きな姉。
空が切り取られる。

それを見上げて眺めることによる
ほんの少しの幸せを。

姉と母の寝室姉と母の寝室

天気・路面を
体感する場
天気・路面を
体感する場

天気・路面を
体感する場
天気・路面を
体感する場

姉の部屋姉の部屋

姉の部屋姉の部屋
姉と母の寝室姉と母の寝室

朝の
ルーティーン動線

朝の
ルーティーン動線 3F

 2F

 1F

階段のような廊下階段のような廊下 布カーテンの仕切り布カーテンの仕切り レースカーテンの仕切りレースカーテンの仕切り キッチンの吹き抜けキッチンの吹き抜け

路面・天気を感じる空間路面・天気を感じる空間 回り込み空間回り込み空間 玄関の荷物置き場玄関の荷物置き場 趣味充実の二重壁空間趣味充実の二重壁空間

近いけど動線が遠い空間近いけど動線が遠い空間 折り畳み傘干し場折り畳み傘干し場 玄関とポストをつなぐ屋根玄関とポストをつなぐ屋根 型枠が二つあるドア型枠が二つあるドア

横引きシャッター横引きシャッター 低い囲まれ空間低い囲まれ空間 ホワイトボードウォールホワイトボードウォール 私専用の外部階段私専用の外部階段

他者を招く空間他者を招く空間 吹き抜けお風呂吹き抜けお風呂 テーマカラーで始まるドアテーマカラーで始まるドア 点在する作業空間点在する作業空間

姉の部屋姉の部屋

キッチンキッチン

シアタールームシアタールーム

鎮静場鎮静場

テーマカラードアテーマカラードア

レースカーテンレースカーテン

近いけど遠い部屋近いけど遠い部屋

回り込み空間回り込み空間

ホワイトボード
ウォール

ホワイトボード
ウォール

二重壁空間二重壁空間

低い囲まれ空間低い囲まれ空間

キッチンと個室を
つなぐ吹き抜け
キッチンと個室を
つなぐ吹き抜け

脱衣所脱衣所 洗面所洗面所

リビングリビング
第 2の
リビング
第 2の
リビング

私の部屋私の部屋

吹き抜け
お風呂
吹き抜け
お風呂

空間を構築する要素の模索空間を構築する要素の模索03.手法：03.手法：

断面的空間の関係断面的空間の関係06.断面パース：06.断面パース：

幼い妹のような姉という存在幼い妹のような姉という存在01.背景：01.背景： 知的障害が生む個性との向き合い方知的障害が生む個性との向き合い方02.仮説：02.仮説：

設
計
：

0
4.

全
体
構
成
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム

全
体
構
成
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム

1/200

平
面
図
：

0
5.

配
置
に
よ
る
動
線
計
画

配
置
に
よ
る
動
線
計
画

・2Fは主に家族共有の場に

・姉の部屋と繋がる吹き抜け下

　にはキッチンを配置

・1Fは主に水まわり、

姉の充実空間に

・私の部屋、弟の部屋は姉の部屋

　と隣接しているが遠い動線で

　つなぐ「近いけど遠い空間」に

私の部屋私の部屋

私の部屋私の部屋

弟の部屋弟の部屋

弟の部屋弟の部屋

リビングリビング

リビングリビング

他者を招くテラス他者を招くテラス

他者を招くテラス他者を招くテラス

さくらんぼの木さくらんぼの木

シアタールームシアタールーム

シアタールームシアタールーム

折りたたみ傘干し場
兼サンルーム

折りたたみ傘干し場
兼サンルーム

折りたたみ傘干し場
兼サンルーム

折りたたみ傘干し場
兼サンルーム

吹き抜けお風呂吹き抜けお風呂

洗面所洗面所

シャワー
ルーム
シャワー
ルーム

キッチンキッチン

キッチンキッチン

共有作業場共有作業場

共有作業場共有作業場

第二のリビング第二のリビング

第二の
リビング
第二の
リビング

荷物置き場兼
共有作業場
荷物置き場兼
共有作業場

階段廊下は姉の独り言による
解放空間。曲線を描き、内外に

視認性を与える。

1日の始まりと共に、
天気、路面を感じる空間。

姉にとって個室が、
他人を気にしない空間となる。

背の低い姉でも閉められる
シャッターは、母の不安を

解消する。

コミュニティが広がりにくい分、
理解者、同じ境遇者など
を招くことができる場。

住宅内に干し、通行の妨げと
なっていた傘たちが

一種のギャラリーと化する。

姉の居心地の良い空間となり、
居場所となる。

文字のやりとり、
情報を可視化する。

玄関扉を介さずとも
自室へと繋がる階段。

新聞取りがルーティーンな姉
が雨の日に靴で悩まないための

雨を遮る屋根。

ドアのない個室空間。
空間を間接的に分断する。

玄関の多くの荷物を置く姉の
ための場の確保により、玄関
の横断を快適にする。

視認性を遮断する。
集中空間になりつつ、
間接的に空間を分断する。

視認性を確保し、情報を
共有する。間接的に空間を

分断する。

匂いと音、視覚的に
ご飯によばれる。

防音空間は姉の趣味 (映画・
カラオケ )を住宅内で充実させる

使わない時、開けっぱなしに
しておきたい姉のための

個室のドア。

お風呂の好きな姉。
空を見上げて眺めることによる
ほんの少しの幸せを彩る空間。

その日のテーマカラーに
合わせて朝を迎える。

お互いの趣味、
作業が見える空間。

動線動線

布カーテンの仕切り布カーテンの仕切り

私専用の外階段私専用の外階段

吹き抜けお風呂吹き抜けお風呂

ホワイトボード
ウォール

ホワイトボード
ウォール

レースカーテン
の仕切り

レースカーテン
の仕切り

他者を招く
スペース
他者を招く
スペース

趣味を充実させる
二重壁空間

趣味を充実させる
二重壁空間

玄関とポストを
つなぐ屋根
玄関とポストを
つなぐ屋根


